
2016年度 第2回常任幹事会議事録 

■ 事務局連絡 
事務局長の小山氏より下記の2点の配布と連絡があった。 
・今年度の常任幹事名簿を配布 
・常任幹事会の「お知らせ」の文面をより簡便にして扱いやすくする。 
今後も事務処理を簡素化して引き継ぎやすくする予定。 

■ 議題1 
まんが計画４の報告 
担当の小山氏より資料を配付して報告が行われた。（資料A参照） 

小山：開催日程は10月10日～15日、時間は12：00～19：00 
テーマは第4回にちなんで「死」。今回は館内の照明を落とすなどの演出をおこな
い、オープニングパーティーを含め好評だった。 

冊子は77冊。販売数は落ちるも、前年度のアサビスでの販売数を加えていないの
でほぼ例年通り売り上げ。参加者数は130％増加。来場者数も136％増加（いずれ
も前年比）テーマの取り組みやすさが出展者の増加につながり、展示への期待感
を高める告知方法が来場者増加に繋がったと分析。 

収支報告は予算140,000円に対して実績は約120,000円だった。このうち、今回
初めて行った展示費用は16,000円程度。いずれも暫定内容なので今後、甲斐氏と
打ち合わせをして再度正確な収支報告を提出。いずれにしろ予算140,000円を越
えることはないとの報告だった。 

次回は総会＆パーティーにより休催するが、緩やかに伸長しているので、この勢
いを止めないためになんらかの形で参加・継続をしたいとの希望。 
秋元：出展作家の内訳を教えて下さい。との質問に対し 
小山：参加者43名　うち、卒業生37名・学生6名。と報告し終了した。 

■議題2 
総会＆パーティーについて 
・開催日程について 
秋元氏から「2017年の11月11日あるいは18日を候補日に（フェスタとの兼ね合
いを考慮し4日は避けた）予定している」とし、理由は学校との折衝がしやすいの
が11月頃だったためとの報告があった。 
藤原：4日は連休中なので出席率が低いのではないか、通常授業中の11月ではな
く、制作期の方が学校が借りやすいのでは？ 
との意見があり、今年中に学校と一度詳細を詰めてから相談する事になった。 

・決算報告（資料B参照） 
秋元氏から前回（2012年）の予算と支出が以下のように確認があった。 

前回予算2,480,000円 
前回決算総支出1,783,148円 
総収入434,985円 
総収支1,348,163円 
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●日時 
2016年11月12日(土) 
14:00～16:00 

●場所 
阿佐ヶ谷美術専門学校 521教室 

●出席者　　　　　　 
秋元圭一　［ 会　長］ 
小山　弘　［ 事務局長］ 
土橋洋一　［ 常　任］ 
三好耕之　［ 常　任］ 
西田一成　［ 常　任］ 
桜井裕美　［ 常　任］ 
浜村圭一　［ 常　任］ 
松岡和彦　［ 常　任］ 
白石龍子　［ 常　任］ 
石谷徳仁　［ 常　任］ 
小山優子　［ 常　任］ 
富澤和治　［ 常　任］ 
勝山昌幸　［ 常　任］ 
藤原成理　［ 常　任］ 

●委任欠席者 
日野　高　［ 副会長］ 
甲斐光省　［ 副会長］ 
大村政幸　［ 常　任］ 
永吉昭浩　［ 常　任］ 
大野美菜子［ 常　任］ 
山田直毅　［ 常　任］ 
荒木舞子　［ 常　任］ 
長船泰志　［ 常　任］ 

(常任幹事19／27名 定足数成立) 

●議事進行：藤原成理 
●議事録 
書記：冨岡夏海［ 学　生］　　　　　　　　　　 
校正・制作・文責： 
秋元圭一、大村政幸、小山　弘



続けて秋元氏から前回の参加者数についての確認と意見交換が行われた。 

秋元：前回（2012年11月）の参加者は110～120名。会費をもらった方は106
名。会費は4,000円だった。 
西田：会場費がない場合、会費は安くなるのか？ 
秋元：学校にも多少会場費を支払う予定でいる。 
浜村：4,000円は高いので2,000円くらいが良いと思う。 
藤原：開催時間についても検討しては16：00～18：00ぐらいか？ 
松岡：土曜日は18：00に学校が完全施錠する。 
秋元：イレギュラーで学校を開けてもらえるのか、学校側との確認をしてみる。土
曜日は授業があるため貸切ではなく教室の調整が必要。 
浜村：来年のカリキュラムが決まっていないなら、今のうちに押さえて貸切にして
もらうのはどうか。 
藤原：学校を借りても先生の講座が優先される可能性があるかも。 

ここで松岡氏から必要な役割の洗い出しを行ってはどうかとの提案があったが、
秋元氏から委員長や中心となるメンバーを決めて、大枠のテーマや内容が決まって
から細かい役割を検討していく事とした。 

その後、秋元氏から「総会パーティーの委員長は立候補でお願いしたい。世代交
代のことも考えて私は後ろにまわりサポートしたい」との発言後に立候補を募っ
た。結果は手が上がらずに、今回は秋元氏が総会パーティーの委員長を兼任する
事となった。 
この後に各担当者を決める事となり下記の内容で決まった。 

パーティー委員長…秋元 
企画構成（総会を含めた全体の流れを決定する）…小山弘、日野（推薦）、甲斐、
小山優子、白石（サブ） 
名簿更新（名簿管理経験者、データ打ち込み、集計　ファイルメーカー使える方と
して）…大村、勝山（サブ） 
DM広報（広報戦略・実行　名簿更新と連帯）…勝山、角谷（推薦）、藤原 
ケータリング（料理の準備、内部で準備するか外注するか含めて）…浜村、西田 
アルバイト手配…松岡 

次は催事自体必要かどうかも含めて、自由に意見交換を行った。 
内容については（まんが計画の冊子販売、卒業生の作品展示、学生作品の展示、
アサビの歴史）など意見が上がり、今後は検討する事となった。 

その他に下記の様な意見があった。 

・会費 
小山：会費を安くして若い層を集客したい。 
土橋：卒業年数によって会費の金額を変えてはどうか？ 

・開催時間 
浜村：開催時間を早めれば関東近郊の人は来れるし、二次会もできる。 
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・今年卒業する会員へのアプローチ 
藤原：卒業式（2017年3月15日）で告知してはどうか。3月11日の常任幹事会ま
でに開催の日程などが確定できれば可能ではないか。 

・騒音対策 
浜村：お酒を飲んで騒ぐかもしれないので、授業がない日にやりたい。また、騒が
ないように事前に注意を促しては。 

・場内の椅子やテーブルの配置 
西田：卒業年ごとに分けると誘導しやすい。 

・ご招待 
藤原：招待客に歴代校長、助手、事務、清掃員の方も入れてほしい。 
秋元：同窓会にある元職員の方などの名簿は古いもので、最新のデータを学校か
ら提供してもらえれば、案内状の送付は可能。 

・その他 
三好：写真や撮影など記録係が必要では？ 
藤原：司会、受付も必要では？ 
秋元：当然必要であるが、当日についてはまだ未定である。 
勝山：準備担当の話し合いの中で必要な役職を決めていけばどうか。 
秋元：運営人数を増やし、引き継ぎや今後の代替わりをできるようにしたい。 

などの意見が上がり今後は企画構成チームが、別途、打ち合わせを行いながら検
討して進めていく事となった。 

■その他 
・アサビフェスタ報告等 
松岡氏よりアサビフェスタ（2016年10月22~23日）の報告があった。 
フェスタでは同窓会企画がなかった為か（テラプロのみ）卒業生が少なかった。
入場者数はマイナス100人ほどで、日曜の夜が特に少ない状態。今後は同窓生がい
られる部屋を設ける事を検討しても良いのでは。また、卒業展でも卒業生の場が
あるといい。例えば卒業生によるライブ制作、作品展示などが考えられる。 

引き続き松岡氏から東京デザイナーズウィークの火災事故について言及があり、こ
ういった事故が起きた場合に学生が受けたショックへの対処、デザインや創作に
対する志を持ち続けるためには卒業生が力になれるのではないかと思うので、同
窓会には協力をお願いできればと考えている。 

以上で会議は閉会した。 

次回の開催は1月14日（土）14：00～16：00（2016年度第2回常任幹事会） 
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【資料A】 
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【資料B】
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